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 「茂原市国際交流協会」が設立！ 
活動を開始しました!!     平成24年5月26日 

ごあいさつ 
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茂原市国際交流協会 

 会長  湯浅 幸子 

設立総会・理事の紹介 

 平成２４年５月２６日、「茂原市国際交流協会」がようやく設立され

ました。千葉県のほぼ中心に位置し外房の中核都市を標榜する茂原市に

あってはやや遅い設立ですが、まずは第一歩目を踏みだしました。 

 近年、日本でも国際化が進み、茂原市にも多くの外国人の方々が住ん

でおられます。身近なところにも国際化の波が押し寄せる中、国籍にと

らわれずお互いに分かり合える環境を作っていくことが必要な時代に

なってきています。それには、まず私たち市民一人ひとりが積極的に多

文化交流に努めていかなければなりません。そのことがうねりとなって

地域に浸透し、国籍を問わず人々の交流が盛んで住みやすい、本当の意

味での多文化共生社会を実現する礎になるものと確信しています。 

 今回、茂原市国際交流協会が設立しましたが、茂原地域のさらなる国

際化を目指して活動してまいります。地域の平和や安定、ひいては日本、

世界の平和のため、皆様のご協力をお願い申し上げます。 

 人口９万２千人余、在住外国人が１千人を超える外房

の中核都市茂原市に、平成２４年５月２６日「茂原市国

際交流協会」が設立しました。市内を中心に国際交流活

動を行っている９つの団体と茂原市が２年半の歳月をか

けて協議し、より充実した国際交流活動を推進するため

の協会設立です。設立総会には、母体となった９団体の

メンバー約５０名の他、茂原市の田中市長も出席。「皆

さんのご近所や職場などにも外国人の方がいらっしゃり、

企業においても国際的な視点が必須という状況の中、国

際交流協会の果たす役割は大きい。 

 茂原市もオーストラリアのソルズベリー市との姉妹都市交流を実施しており、

今後は茂原市国際交流協会と茂原市とが一体となって国際交流活動を推進してい

きましょう。」と述べられ、協会との協働を約束していただきました。 

 さて、茂原市国際交流協会の活動ですが、最初から大きな成果は望むべくもあ

りません。まずは、茂原市の行事等に参加しながら国際交流の大切さや協会を

知っていただくことから始めることとしました。 

 初年度には協会が主体となった事業が実施できず、また目立った成果をあげる

ことはできませんでしたが、徐々に活動を拡げ、多文化共生活動を通じて若い力

を育み、日本人、外国人を問わず分け隔てなく結びつきができる地域づくりを目

指して活動してまいります。 
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茂原市国際交流協会設立記念行事「国際交流市民ミーティング」 
平成24年5月26日（土） 

「フィリピンフォークダンス」 

（フィリピン人の会） 

「生け花パフォーマンス」 

（茂原市文化国際交流振興会） 

「太極拳」演舞 

（中国語サークル） 

 設立総会後には、記念行事として「国際交流市民ミーティング」

を茂原市役所市民室で開催しました。 

 国際交流活動を幅広く展開されているラビンダー・マリクさんの

講演や、日本及び外国文化の紹介のほか、中国の飯塚さん、フィリ

ピンの奥津さんから海外と日本の風習や生活の違いについてお話を

うかがいました。外国の方を含む１００名を超える方々で大いに賑

わいました。 

記念講演：ラビンダーマリクさん 
 インド出身で浦安市を拠点に活動している、ラビンダー・マリクさん

（元国連大学学長室長、慶応義塾大学講師ほか）に、国際交流活動の 

意義や難しさなどを語っていただきました。また、日本の演歌やインド

の歌も披露され、美声と素晴らしい節回しに会場の皆さんは、すっかり

聞き惚れていました。 

（過去には「おやじ組」としてCDも発売されています。） 

在住外国人の方のスピーチ 

 中国の飯塚さん、フィリピンの奥津さんに、来

日の経緯や、日本と母国との言語・文化の違いに

よる苦労話などを語っていただきました。お子さ

んのお弁当作りに苦労した話や、言葉がわからな

いことで逆に夫婦円満になる話など、普段は聞け

ない話題で楽しませていただきました。 

 
飯塚さん    奥津さん 
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「抹茶」の振る舞い 

（茂原市文化国際交流振興会） 

記念講演を行う 

マリクさん 



「第58回 茂原七夕まつり」に参加  
平成24年7月28日（土） 

 毎年7月の終わりに行われる茂原市最大のイベント 

「茂原七夕まつり」。大勢の人が集まるアピールの場を逃す 

わけにはいかないと茂原市国際交流協会も参加しました。 

 国際色豊かにするため、オーストラリア、ベルギー、 

シンガポールなど１０カ国の「ビール」を販売。炎天下、 

人でごった返す中、冷たいビールでのどを潤していただき 

ました。同じビールとはいえ、国によってこんなにも違う 

ものかと、売っている方も興味津々。フルーティなベルギー 

ビールは特に人気で、すぐに売り切れてしまいました。 

 ビールの販売と同時にチラシを配って協会をアピール。少しは協会を知っていただけたことと

思います。今回の経験を今後のイベントに生かしていきたいと思います。 

茂原市マスコットキャラクター 

モバりん 

「姉妹都市ソルズベリー市（オーストラリア）」を訪問  
Sister City Delegation Mobara 2012               平成24年10月25日（金）～ 

 平成２４年度は姉妹都市提携１０周年の記念すべき年です。市長

はじめ市議会や商工会議所、わが茂原市国際交流協会のメンバーで

構成した訪問団が、１０月にソルズベリー市を訪問しました。南半

球は四季が日本とは逆で訪問時は春でしたが、乾燥した空気に日差

しが強く日焼けするほどでした。 

 ソルズベリー市では毎年１０月、茂原市にちなんで「Matsuri 

 On Mobara(茂原まつり)」を開催。 
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 会場の「Mobara Park(茂原公園)」では盆栽や日本食、太鼓や

相撲などの日本文化が紹介され、たくさんの市民の皆さんで賑

わっていました。 

 とてもおおらかで温かいソルズベリーの皆さん、盛大な歓迎を

本当にありがとうございました。 

姉妹都市訪問団 

（ソルズベリー市庁舎前） 

Matsuri On Mobara 

(茂原まつり)の開幕 

日本ではあまり馴染みのない 

ビールに興味津々 



フィリピン人に関わる諸手続きや、将来に起きると考えられる問題等の相談にのります。
日本語がわからない子供達への教育についても相談してください。

茂原中国語学習会
　☎080-1007-7610（担当：丸）

中国美点凝視の考えで楽しく勉強しています。中国語会話を通じて旅行やビジネスで
国際交流がはかれたら嬉しいです。中国に興味のある方の参加をお待ちしています。

茂原市文化国際交流振興会
　☎090-1110-7793（担当：湯浅）

茶華道、日本舞踊、着付、剣道、民話、英会話などを学習したり、日本文化を広める活
動をしています。茂原市の姉妹都市交流事業にも積極的な協力を行っています。

茂原市国際交流協会・加盟団体　　　　（※活動開始年順）

国際交流団体あんさんぶる茂原
　☎090-5998-7155（団体受付番号）

草の根レベルの国際交流をめざして活動中。昨年は6月に米国大学生39名、12月に
フィリピン大学生50名を受入れ。他、日本文化紹介、各国紹介、英会話教室等を開催。

中国語ｻｰｸﾙ/中国家庭料理ｻｰｸﾙ
　☎080-5004-8929（担当：飯塚）

中国語の学習を通じて中国文化・慣習の理解を進めます。年一回、中国旅行も実施。
中国家庭料理を作り味わいながら、中国を身近に感じてもらえる活動をしていきます。

団　　体　　名 活　　動　　内　　容
茂原ロータリークラブ
　☎0475-22-3361(茂原商工会議所内)

台湾・屏東東ロータリークラブと姉妹クラブ締結３０周年を迎えました。隔年の相互訪問
により会員・家族共々、友好と親善、そして共同事業へと発展しています。

茂原市中国語学習会
　☎090-3526-1403（担当：櫻井）

中国人講師により基本文型・単語の習得を学習し、応用力向上を目指します。中国事
情、中国人の考え方など、中国に興味ある方のご参加をお待ちしています。

茂原IVC
　☎080-6792-4831（担当：大野）

茂原市及び周辺地域に在住する外国人の方に、生活手段としての日本語会話の学習
支援をしています。この教室に来て良かったと感じていただくことが目標です。

南総少年野球国際交流連盟
　☎0475-26-3333（担当：古作）

少年野球を通じて、茂原市近隣やオーストラリア、メキシコなど、地域や国を超えての交
流やホームステイを行い、子供達や家族が相互に国際理解を図っています。

フィリピン人の会
　☎080-5860-7006（担当：奥津）
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「第22回 茂原市産業まつり」に参加  

平成24年11月3日（土） 

 七夕まつりに続き、茂原市秋のイベント「産業まつり」に参加。 

今回は、韓国の物品を何種類か紹介しながら販売しました。韓国海苔、

「辛ラーメン」など日本でもよく見かけるものから、海苔を練りこんだ

お菓子やロッテサイダーなどのあまり馴染みのないものも販売。今回 

唯一の和菓子「きび餅」も好評で、用意した物品は午後３時の終了を待

たずにすべて売り切れてしまいました。 

 物品が売り切れてからは、茂原市の姉妹都市「ソルズベリー市」を

紹介するコーナーを設置。赤道を隔てた遠いオーストラリアの一端を

感じていただけたことと思います。来場された方の中には、貼ってあ

る国旗の国名をすべて当ててしまうお子さんも出現。それを見ていた

周りの大人の方々はびっくりです。あらためて国際化の波が身近に来

ていることを感じた出来事でした。 

 茂原市国際交流協会では、様々なイベントや国際交流活動を通して、国籍にとらわれず 

お互いの価値観や文化を尊重しあいながら安心して暮らすことができる多文化共生社会の 

実現に向けて活動してまいります。皆様のご理解・ご協力をお願いいたします。 

 ご来場いただいた皆さん、ご協力いただいた方々、ありがとうございました。 

茂原市の姉妹都市 

ソルズベリー市を紹介 


